
 
 

 

ソーバル株式会社  広報室

東京都大田区下丸子 3-25-14

ソーバルビル

News Release 
 

報道関係各位 

平成 18 年 5 月 23 日 

 

 

 

 

ソーバル株式会社（本社：東京都大田区、代表取締役社長：推津順一）は、可視光無線通信技術を利

用した無線 IC タグシステム（以下、可視光タグシステム）を開発、今後、ソーバルが展開する「ソー

バルＲＦＩＤプロフェッショナルサービス」を通じて、電波障害などによりタグシステムの導入が困難

な現場へ、新たなＲＦＩＤソリューションを提案してまいります。 
可視光を利用することで、電波の使用が制限される特殊環境でのタグシステムの導入が可能で、水中

センサーや病院での機材管理をはじめ、多様な場面で IC タグを活用することができます。また、光学

デバイスの変更により光の届く距離や範囲を変更することができるため、セキュリティの確保や通信エ

リアを目視で確認できるといった利点があります。ソーバルの可視光タグシステムは、従来型の電波式

タグとプロトコルレベルでの互換性があり、導入済みの電波式タグのインフラを活かした形で装置を置

き換えることを可能とした国内初のシステムです。 
本システムは単体での装置発売は行わず、エンジニアリングコンポーネントとして、ソーバルＲＦＩ

Ｄプロフェッショナルサービスを通じて提供する予定です。 
 

 
 
 
■「可視光タグシステム」の特徴 

1） 可視光無線通信技術を利用した無線 IC タグシステムです。 
2） 下り方向に可視光を用いることで、通信エリアを目視で確認することができます。 

ソーバルが、可視光無線通信技術を利用した無線 IC タグシステムを開発 

電波影響を望まない医療の現場などでの活用に期待 
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3） ＲＦＩＤの国際規格であるＩＳＯ１５６９３の上位プロトコル互換であり、既存のＲＦＩＤシ

ステムとの置き換えが可能です。 
4） 電波法などの規制がなく、利用者も免許や申請など手続きを必要としません。 
5） 病院や水中といった電波の使用ができない環境での利用が可能です。 
6） 隣接設置する複数の電波式リーダ・ライタからの互いの電波干渉を回避できます。 
7） 盗聴やなりすましといった問題を簡便に回避することができます。 
8） 光学デバイスの変更により光の届く距離や範囲を変更することが可能です。 
9） お客様のご要望にあわせてのカスタマイズが可能です。 

 
■ソーバルＲＦＩＤプロフェッショナルサービス 
同サービスは、ソフトウェアとハードウェアの両方を自社開発するソーバルの技術とノウハウを用いて、

ＲＦＩＤ導入にかかるコストや期間を大幅に削減できる総合的なエンジニアリングおよびコンサル

ティングサービスです。ソーバルがこれまで行ってきた数多くの実証実験の経験を活かし、製造、流通、

小売などの各業界において、ＲＦＩＤに関心がありながらコストや導入期間の面で導入に踏み切れな

かったユーザーに向けて提供するＲＦＩＤ導入支援事業です。今回、弊社の開発した可視光タグシステ

ムを用いることにより、より柔軟なソリューションを展開していく予定です。 
 
■ソーバル株式会社について 
「ユビキタス社会を支える無線通信」をキーワードに、ワイヤレスソリューション事業を展開しており

ます。ここでは当社の持つ高い技術力をベースに、ＲＦＩＤ技術をはじめとする無線通信技術に関する

自社製品の開発やサービスの提供、可視光を利用した通信といった次世代技術の研究開発を行なってい

ます。このほかにもデジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、プリンタ、スキャナといったコンシュー

マ向けデジタル家電製品の組み込みソフトウェアおよび関連ソフトウェアの開発を行っております。 
 
ソーバルでは、電子タグの更なる普及を通じて、総務省の u-Japan 政策に象徴される、ユビキタスネット

社会の実現に積極的に貢献していきたいと考えております。 
 

 

 

 

一般の方からのお問合せ先 

ソーバル株式会社 ビジネスソリューション部 

担当 脇（わき）・森岡 

rfid@sobal.co.jp 

TEL: 03-5482-1185 FAX:03-5482-1225 

報道関係の方からのお問合わせ先 

ソーバル株式会社 広報室 

担当 西岡  

nishioka@sobal.co.jp 

TEL:03-5482-1222 FAX:03-5482-1225 


